
産
後
の
不
安
や
体
調
不
良
を

「
産
後
ケ
ア
」で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
10
月
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
前
の

保
健
福
祉
会
館
に
あ
る
健
康
づ
く

り
課
で
「
産
後
ケ
ア
事
業
」
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
妊
娠
の
届
出
の
と
き
に
、
心
配

ご
と
な
ど
を
お
聴
き
し
て
、
支
援

が
必
要
な
人
に
は
、
母
子
保
健
支

援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

　
産
後
に
授
乳
ト
ラ
ブ
ル
や
強
い

育
児
不
安
な
ど
、
心
身
の
不
調
を

抱
え
て
い
な
が
ら
家
族
な
ど
の
援

助
を
受
け
ら
れ
な
い
人
は
、
医
療

機
関
に
お
い
て
産
後
ケ
ア
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
宿
泊
し
な
が
ら
授
乳

指
導
を
受
け
、
乳
房
ケ
ア
や
休
息

も
と
れ
る
「
産
後
ケ
ア
事
業
」
に

は
、
日
帰
り
型
も
あ
り
、
担
当
保

健
師
が
紹
介
し
ま
す
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
支
援
を

保
健
福
祉
会
館
で
行
い
ま
す

　
「
母
子
保
健
型
の
利
用
者
支
援

事
業
」
に
お
け
る
産
前
・
産
後
期

な
ど
の
き
め
細
や
か
な
支
援
と
、

「
基
本
型
の
利
用
者
支
援
事
業
」

に
お
け
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
情
報
発
信
や
相
談
機
能
の

連
携
を
強
化
し
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
な
い
支

援
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
と
し
て
、

保
健
福
祉
会
館
に
お
い
て
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

整
備
し
ま
す
。

マ
マ
、
パ
パ
、
子
供
の
交
流
ス
ペ
ー
ス

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
保
健
福
祉
会
館
と
、
10
か
所
の

民
間
保
育
所
に
「
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
〝
お
母
さ
ん
、
子
育
て
で
悩
ま

な
い
で
〟
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
子
育
て
サ
ロ
ン
や
育
児
相
談
な

ど
を
行
い
、
子
育
て
を
応
援
し
ま

す
。

切れ目のない支援で
子育てを応援

　
自
分
一
人
で
子
育
て

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
家
庭
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

子
育
て
に
参
加
し
て
く

れ
る
家
庭
、
様
々
な
家

庭
が
あ
り
ま
す
。

　
明
日
、
ど
う
し
て
も

仕
事
を
休
め
な
い
の
に
、

子
供
が
病
気
で
保
育
園

に
預
け
ら
れ
な
い
。
長

い
子
育
て
生
活
で
は
、

こ
ん
な
状
況
に
な
る
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
市
で
は
、
一
人
一
人

の
状
況
に
応
じ
、
皆
さ

ん
が
よ
り
良
い
環
境
で

不
安
な
く
子
育
て
が
で

き
、
ま
た
、
安
心
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
皆
さ
ん
に
寄
り

添
い
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
子

育
て
支
援
課
子
育
て
支

援
係
（
☎
内
線
３
０
８
）

へ
。
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友
達
を
つ
く
る

　
た
く
さ
ん
の
親
子
が
集
う
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
子
供
同
士
、

親
同
士
の
交
流
の
ス
ペ
ー
ス
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
友
達
づ
く
り
や
情
報
交
換
の
場

と
し
て
利
用
い
た
だ
き
、
楽
し
く
、

充
実
し
た
子
育
て
の
時
間
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

　相
談
す
る

　
保
育
士
な
ど
の
専
属
の
係
員
が
、

育
児
に
不
安
を
感
じ
た
り
、
迷
っ

た
り
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
相
談
に

お
応
え
し
ま
す
。

　「
う
ち
の
子
は
、保
育
園
、幼
稚

園
、認
定
こ
ど
も
園
の
ど
こ
に
入

園
で
き
る
の
」と
い
っ
た
、子
育

て
に
関
す
る
疑
問
や
悩
み
ご
と
な

ど
、お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

子
育
て
に
つ
い
て

知
る

　
子
育
て
支
援
に
関
す
る
サ
ー
ビ

ス
や
施
設
な
ど
、
様
々
な
情
報
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
一
人
の
必
要
に
応
じ
た
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
紹
介
し
、
利
用
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
う
ま
く
活
用
し
て
、
有
意
義
な

子
育
て
期
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

子
供
と
学
ぶ

　
育
児
講
座
や
健
康
講
座
な
ど
、

子
育
て
に
関
す
る

様
々
な
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
季
節
ご
と
に
、

赤
ち
ゃ
ん
な
ど
、

小
さ
い
お
子
さ
ん

が
快
適
に
過
ご
す

た
め
の
ポ
イ
ン
ト

や
、
手
遊
び
、
わ

ら
べ
う
た
な
ど
、

子
供
と
一
緒
に
な

っ
て
遊
び
な
が
ら

子
育
て
に
役
立
つ

た
く
さ
ん
の
知
識

を
楽
し
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

子育て支援センターの利用者の声

　週に３回から４回程、子育て支援センターを利用して
います。最近は、ペットボトルで作った手作りおもちゃ
で遊ぶのが好きで、一生懸命遊んでいます。子育て支援
センターには、ここで知り合いになったママも遊びに来
ていますので、ママ同士でおしゃべりをするのも楽しみ
です。

　自宅だとどうしても遊ぶ場所が限られますが、子育て
支援センターを利用すると、広いところで遊ばせること
ができるのが良いです。子供が走り回るので、私一人で
二人の子供を見るのは大変ですが、保育士さんもいます
ので、安心して遊ばせたり、子育てについても相談した
りすることができます。

　子育て支援センターに遊びに来ると、娘と同じくらい
の歳の子供がいるので、一緒に遊べるのが楽しいみたい
です。午後２時くらいまで支援センターを利用して、そ
の後、家でぐっすりとお昼寝をしてくれるので、その間
に家事を済ませたり、空いた時間に息抜きができたりし
ます。

薗
田 

由
貴
江
さ
ん
・

庵
李
ち
ゃ
ん

（
末
広
町
）

ママ同士のおしゃべりで、ほっと一息

野
原 

美
穂
さ
ん
・

愛
叶
ち
ゃ
ん

（
川
内
町
五
丁
目
）

一日の生活にリズムが出ます

清
塚 

南
さ
ん
・
凛
ち
ゃ
ん
・

蒼
汰
郎
ち
ゃ
ん

（
川
内
町
五
丁
目
）

保育士さんもいるので安心

保健福祉会館
桐生市子育て支援センター
（保健福祉会館３階）

開館時間
月～金曜日＝ 8：30～17：15
土・日曜日＝ 10：00～16：00
休館日＝祝日、年末年始
問い合わせ＝同センター（ ☎
46 - 5031 ）

皆さんの子育てを応援します

保健福祉会館

ＪＲ桐生駅

桐生郵便局

マンション

一方通行
ＭＥＧＡドン・キホーテ

桐生地方
合同庁舎
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保
育
園
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

　
保
育
園
は
、
保
護
者
が
就
労
な

ど
の
理
由
で
、
保
育
で
き
な
い
と

き
に
、
保
護
者
の
代
わ
り
に
保
育

を
行
う
施
設
で
、
幼
稚
園
、
認
定

こ
ど
も
園
と
と
も
に
子
育
て
世
代

の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　
現
在
、
公
立
保
育
園
４
園
と
私

立
保
育
園
24
園
の
合
計
28
園
が
あ

り
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い

る
待
機
児
童
は
桐
生
市
で
は
ゼ
ロ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
育
時
間
も

柔
軟
に
対
応

　
一
時
的
に
保
育
が
で
き
な
く
な

っ
た
と
き
に
子
供
を
預
か
る
「
一

時
保
育
」
や
、
就
労
形
態
の
多
様

化
に
対
応
し
た
「
延
長
保
育
」
な

ど
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
合
わ
せ

て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

保育園の話題

黒保根町国際理解推進事業
ランディ先生と英語を交えて交流

　黒保根保育園では、毎週月・水・金曜日に１時間程
度、ランディ先生が訪れ、保育園の園児と楽しく交流
しています。
　小・中学校で行っている英語の授業とは異なり、外
国出身の先生と日常をともに過ごすことで、園児が自
然と異文化に触れ合うことができる環境となっていま
す。

ランディ先生の声

　子供が大きくなってから習
う英語は、どうしても勉強だ
とか試験のためになってしま
います。英語を勉強だと思っ
ていない小さいうちから楽し
く英語に触れ、うまく話せな
くても耳が慣れてくれたらい
いと思っています。
　今は、挨拶などを英語でし
てくれる子供もいます。

黒保根町国際理解推進
事業　英会話講師
ワード ランディさん

生活の中に英語を

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
ま
す

　
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充
実
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
に
お
い
て
一
つ
の
制
度
と
な

っ
た
保
育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ

ど
も
園
な
ど
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

ほ
か
、
様
々
な
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
を
総
合
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

病
児
保
育
を

始
め
ま
し
た

　
病
児
保
育
事
業
は
、
病
気
に
か

か
っ
た
子
供
を
お
預
か
り
す
る
事

業
で
す
。
こ
の
事
業
は
、
子
育
て

支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
で
希

望
が
多
か
っ
た
子
育
て
支
援
事
業

で
、
「
仕
事
の
都
合
が
つ
か
ず
、

病
気
の
子
供
を
保
育
で
き
な
い
」

と
い
っ
た
保
護
者
の
悩
み
を
解
決

す
る
た
め
、
今
年
７
月
、
「
病
児

保
育
室
は
な
ぞ
の
」
を
織
姫
町
に

開
設
し
ま
し
た
。
　
　

　
小
児
科
の
診
療
所
内
に
設
置
さ

れ
、
経
験
豊
富
な
保
育
士
と
看
護

師
が
病
気
の
子
供
の
保
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
病
児
保
育
室
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
事
前
に
登
録
手
続
き
を

済
ま
せ
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

病
児
保
育
室
は
な
ぞ
の

利
用
日
＝
月
曜
日
～
金
曜
日
※
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く

利
用
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
30
分

場
所
＝
織
姫
町
４
‐
33
（
お
り
ひ

め
医
院
内
）

対
象
＝
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す

子
供

①
病
気
の
回
復
期
に
は
至
ら
な
い

が
容
態
の
急
変
が
認
め
ら
れ
な
い

病
児

②
市
内
に
居
住
す
る
１
歳
か
ら
小

学
校
６
年
生
ま
で
の
子
供

利
用
料
＝
１
日
２
０
０
０
円
（
市

民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世

帯
は
減
免
）
※
こ
の
ほ
か
に
実
費

で
料
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
病
児
保
育
室
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
病
児
保
育
室
は
な
ぞ
の

（
☎
46
８
１
６
６
）
へ
。
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全
小
学
校
区
に

あ
り
ま
す

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
昼
間
、

保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
理
由
で
家

に
い
な
い
小
学
生
を
対
象
に
、
学

校
の
余
裕
教
室
な
ど
を
利
用
し
、

長
期
休
暇
や
授
業
終
了
後
な
ど
に

適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
全
小
学
校
区
に
27

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
、
入
所
を
希
望
す
る
全

て
の
児
童
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

支
援
員
が

見
守
り
ま
す

　
現
在
、市
内
の
小
学
生
の
４
分

の
１
に
あ
た
る
約
１
２
０
０
人
の

子
供
が
利
用
し
、放
課
後
児
童
支

援
員
な
ど
が
見
守
る
中
、宿
題
を

し
た
り
、元
気
に
遊
ん
だ
り
と
、充

実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
ク
ラ

ブ
室
を
増
設
す
る
な
ど
、
適
宜
施

設
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
待
機
児

童
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
開
所
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
は
放
課
後
か
ら
午
後
７

時
ま
で
、
土
曜
日
や
夏
休
み
な
ど

の
長
期
休
暇
は
午
前
７
時
30
分
か

ら
午
後
７
時
ま
で
で
す
。

　
全
て
の
ク
ラ
ブ
が
学
校
敷
地
内

や
隣
接
地
に
開
設
さ
れ
て
い
る
た

め
、
ク
ラ
ブ
へ
の
移
動
の
安
全
も

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
て
の
ク
ラ
ブ
で

長
期
休
暇
も
対
応

　
市
で
は
「
桐
生
市
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
大
幅
な
改
正
を
行
い
、
平
成
28

年
度
か
ら
市
内
の
全
て
の
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
、
保
育
料
や
サ
ー
ビ
ス

内
容
な
ど
の
統
一
を
実
現
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
市
内
の
ど
こ
の

ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
も
、
同
じ
保

育
料
、
同
じ
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
長
期
休
暇
中
に

限
定
し
た
児
童
の
預
け
入
れ
は
、

一
部
の
ク
ラ
ブ
の
み
可
能
で
し
た

が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
正
に
よ
り
、

全
て
の
ク
ラ
ブ
で
利
用
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
料
の
統
一
と
あ
わ

せ
て
、
第
３
子
以
降
の
入
所
児
童

の
保
育
料
を
無
料
に
す
る
な
ど
、

保
護
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
し

た
。

　
よ
り
良
い
保
育
環
境
で
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い

ま
す
の
で
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、

安
心
し
て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

御
利
用
く
だ
さ
い
。

支援員の声

広沢なかよしクラブ
主任支援員　小芝 康子さん

子供がほっとでき
る場でありたい

　放課後児童クラブで支援
員を始めて13年目になりま
す。およそ120人の児童を
13人の支援員と４人の補助
員が交代で見守っています。
クラブでは、学校が終わっ
て帰ってきた子供がほっと
安らげる場でありたいと心
掛けています。
　今では、このクラブを卒
業した子も補助員として後
輩を見守っています。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

皆さんの子育てを応援します
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○妊婦健康診査（14 枚の受診券交付）
○マタニティ＆チャイルドマークステッカー ( 車貼付用 )
○妊産婦・乳児訪問（助産師や保健師による家庭訪問）
○ママ＆パパ教室（産前編と産後編）

○出産育児一時金（加入している健康保険から支給）
○児童手当（中学校修了前の児童）
○子ども福祉医療費助成（中学校 3年生まで）
○乳幼児健康診査（3か月児～ 3歳児）
○離乳食講習（もぐもぐ離乳食、ステップアップ！離乳食）
○ブックスタート事業（7か月児に絵本 2冊などを贈呈）
○養育医療給付事業（1歳未満の未熟児）
○育児相談（健康・育児・食事に関する相談）
○予防接種（協力保険医療機関にて接種）

■集う・参加する・遊ぶ・相談する
○民生委員・児童委員
○母子保健推進員
○子育て支援センター（11 か所）
○子育てサークル（13 サークル）
○おはなし会（図書館、新里図書館）
■子供を一時的に預ける
○ファミリー・サポート・センター事業（子供の一時預かり）
○子育て短期支援事業（ショートステイ、トワイライト
　ステイ）
■その他
○赤ちゃんの駅（77 か所）
○ぐんまちょい得キッズパスポート（ぐーちょきパスポート）

妊娠がわかったら

赤ちゃんが生まれたら

子育てを手助けしてほしい

　次のサービスについては、
「いきいき子育てガイドブ
ック」を御覧ください。同
ガイドブックは、子育て支
援課、健康づくり課、子育
て支援センター、各公民館
などのほか、市ホームペー
ジにも有ります。

子育て支援サービス
○保育園（公立保育園 4園、私立保育園 24 園、計 28 園）
○幼稚園（公立幼稚園７園、私立幼稚園 3園、計 10 園）
○認定こども園（私立 2園）

○就学援助費（経済的な理由で通学が大変な子供）
○放課後児童クラブ（全小学校区に 27 クラブ設置）

○家庭児童相談（育児・家庭の不安などの相談）
○子育て支援センター（総合相談、サービス利用支援）
○育児相談・げんきメール（健康づくり課）
○通級指導教室（こども相談室、ことばときこえの教室）
○子ども発達相談

○児童扶養手当（18歳到達年度の末日を迎える前の児童）
○交通遺児手当・交通遺児奨学助成金
○母子家庭等・父子家庭福祉医療費助成
○母子家庭等自立支援事業
　（自立支援教育訓練給付金 •高等職業訓練促進給付金・
　ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支援・
　母子・父子自立支援プログラム）

○特別児童扶養手当（身体・精神に障害のある児童）
○障害児福祉手当（常時介護が必要な 20 歳未満の人）
○身体障害者等奨学助成金（高校、大学などに在学中
　の身体障害者）
○心身障害者福祉医療費助成
○難聴児補聴器購入支援事業助成金（軽度・中度難聴児）
○育成医療（18 歳未満の障害児）
○児童発達支援（未就学の障害児）
○放課後等デイサービス（学校に就学している障害児）

障害のある子供のために

ひとり親家庭のために

子育てに悩んだら

小学生・中学生になったら

保育園・幼稚園・認定こども園に入園させたい

　市ホームページ（「子育て・教育」）のほか、次のサ
イトを御利用いただくと便利です。

○子育てポータル
　サイトおやここ

○子育て応援サイト
　ママフレ

ウェブで子育て情報を知りたい

※上記の２サイトは市ホームページからも接続できます。

「いきいき子育て
ガイドブック」二次元バーコード

皆さんの子育てを応援します
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日
本
遺
産「
か
か
あ
天
下
‐

ぐ
ん
ま
の
絹
物
語
‐
」に
認
定

さ
れ
た
文
化
財
を
有
す
る〝
織

都
桐
生
〟な
ら
で
は
の
取
り
組

み
が
活
気
を
帯
び
て
い
ま
す
。

　
今
年
１
月
、市
で
は
桐
生
の

繊
維
関
連
製
品
を「
ふ
る
さ
と

名
物
」と
し
て
応
援
宣
言
し
ま

し
た
。こ
れ
を
受
け
て
現
在
、得

意
分
野
の
異
な
る
会
社
が
連
携

し
た
ホ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
進
行
し
、

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
８
・
９
月
に
は
、日
本
女

子
大
学
と
連
携
し
た「
繊
維
産

地
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
」

を
実
施
し
、今
年
は
２
人
の
学

生
が
市
内
で
学
び
ま
し
た
。こ

の
事
業
は
８
年
目
を
迎
え
、大

学
と
地
元
企
業
が
強
い
信
頼
関

係
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
桐
生
に
は
織
都
千
三
百
年
の

歴
史
に
裏
付
け
ら
れ
た
、高
度

な
繊
維
加
工
技
術
が
集
積
し
て

い
ま
す
。こ
の
素
晴
ら
し
い
資

産
を
十
分
に
生
か
し
な
が
ら
積

極
的
に
桐
生
の
ま
ち
を
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
中
学
生
の
部（
男
子
５
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、女
子
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

参
加
資
格
＝
男
子
は
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
45
分
以
内
、
女
子
は
３
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
40
分
以
内
で
走
れ

る
生
徒

参
加
料
＝
１
人
５
０
０
円

表
彰
＝
男
子
・
女
子
各
20
位
ま
で

■
小
学
生
の
部（
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

参
加
資
格
＝
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

25
分
以
内
で
走
れ
る
５
年
生
以
上

の
児
童

参
加
料
＝
１
人
５
０
０
円

表
彰
＝
男
子
・
女
子
各
20
位
ま
で

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部（
２
・
８
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）

参
加
資
格
＝
２
・
８
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
１
時
間
以
内
で
走
れ
る
人
。

小
学
生
以
下
の
単
独
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
。
※
記
録
計
測
は
あ
り
ま

せ
ん
。

参
加
料
＝
１
人
５
０
０
円

表
彰
＝
な
し

■
一
般
の
部（
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
）

参
加
資
格
＝
21
・
０
９
７
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
２
時
間
以
内
で
走
れ

る
16
歳
以
上
の
人

関
門
所
・
指
定
時
間
＝
15
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
地
点
・
午
前
10
時
40
分
、

18
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
・
午
前
10

時
50
分
ま
で
に
通
過

参
加
料
＝
１
人
３
０
０
０
円

表
彰
＝
男
子
は
10
位
、
女
子
は
５

位
ま
で

■
一
般
の
部（
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

参
加
資
格
＝
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

１
時
間
15
分
以
内
で
走
れ
る
16
歳

以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
人

参
加
料
＝
１
人
３
０
０
０
円

表
彰
＝
男
子
50
歳
以
上
は
５
位
、

49
歳
以
下
は
10
位
、
女
子
は
５
位

ま
で

■
一
般
の
部（
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

参
加
資
格
＝
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

１
時
間
以
内
で
走
れ
る
16
歳
以
上

（
高
校
生
を
除
く
）
の
人

参
加
料
＝
１
人
２
５
０
０
円

表
彰
＝
男
子
50
歳
以
上
は
５
位
、

49
歳
以
下
は
10
位
、
女
子
は
５
位

ま
で

■
高
校
生
の
部（
男
子
10
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、女
子
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

参
加
資
格
＝
男
子
は
10
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
１
時
間
15
分
以
内
、
女
子

は
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
１
時
間
以

内
で
走
れ
る
生
徒

参
加
料
＝
１
人
５
０
０
円

表
彰
＝
男
子
は
10
位
、
女
子
は
５

位
ま
で

　
大
会
は
、
今
回
も
、
新
川
公
園

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
と
し

て
、
本
町
通
り
を
走
る
コ
ー
ス
で

行
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
は
、
午
前

８
時
55
分
か
ら
順
次
、
左
下
の
表

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
10

月
11
日
（
火
）
か
ら
11
月
11
日

（
金
）
ま
で
の
間
に
、
申
込
書
に

参
加
料
を
添
え
て
、
市
役
所
４
階

の
ス
ポ
ー
ツ
体
育
課
、
新
里
・
黒

保
根
公
民
館
又
は
市
民
体
育
館
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
用
紙
は
、
各
提
出
先
の
ほ

か
、
各
公
民
館
に
有
り
ま
す
。

種
目
や
参
加
資
格
な
ど

　
全
て
の
種
目
に
お
い
て
健
康
で

体
力
に
自
信
が
あ
る
人
が
対
象
で

す
。
ま
た
、
未
成
年
者
の
参
加
に

は
、
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

桐生市堀マラソン大会参加者募集
平成29年２月12日（日）開催

　健康づくりのため、記録
を目指すためなど、誰でも
気軽に参加できるマラソン
大会ですので、是非御参加
ください。
　問い合わせは、スポーツ
体育課スポーツ振興係（☎
内線658）へ。

8:00 集合
8:10 開会式
8:55 一般（ハーフマラソン）
9:00 小学生（2km）
9:10 一般（10km）、高校生男子（10km）
9:15 中学生女子（3km）
9:25 中学生男子（5km）
10：10 一般（5km）、高校生女子（5km）
10：45 ファミリー（2.8km）

スタート時間など

申
し
込
み
は

11
月
11
日（
金
）ま
で
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